
 

 

 

  

            １部 Bブロック 
 

 スーパーリーグ Bブロックは、上江別 Jｒ.FC、

石狩 FC U-12、FC DENOVA、AGGRE U-12、西園サ

ッカー少年団、北海道コンサドーレ札幌 U-12WEST、

JSN、クラブフィールズ U-12の８チームで戦いま

した。各チームそれぞれがチームの特長や持ち味

を発揮して、1試合 1試合が見ごたえのあるリー

グ戦となりました。 

優勝は北海道コンサドーレ札幌U-12WEST(写真)。

選手各々の個人技術・身体能力が高く、組織とし

ても非常に質の高いゲームを展開していました。 

また、リーグ最多の 51得点をたたき出した攻

撃陣は素晴らしいクオリティーでした。来年も

素晴らしい活躍が期待されるチームでした。惜

しくも準優勝となった AGGRE U-12は、リーグ

進行中の最中にロバパンカップ全道大会を優

勝しチームとしても完成度が高いチームでし

た。DFと FWで強烈な個の力もあり守備でもリ

ーグ最少の 5失点で、高い守備力を発揮しまし

た。 

 リーグ戦は日程・時間が前後した部分もあり

ましたが、江別美原グラウンドを中心に素晴らしい環境でリーグ戦を行うことが出来ま

した。また、各チーム指導者・選手が会場設

営・撤収を積極的にお手伝い頂き、リーグ運

営を円滑に行うことが出来ました。至らない

点も多々あったかと思いますが、このリーグ

戦に関わっていただいた全ての皆様に、この

場をお借りして感謝申し上げます。本当にあ

りがとうございました。 
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５部Ｏブロック 
 

 ５部リーグ O ブロックは、厚別北、FC 当別、SSS サクセス B、札幌美園、FC コラー

ジョ、八軒、琴似、大麻ジュニア FC の８チームリーグで行われました。 

O ブロックでは、8 チームを午前と午後

の入れ替えで行い、審判は大変でしたがチ

ームの負担を軽減しました。 

試合はリーグ戦初戦から中盤戦にかけ

て各チーム接戦が続き、拮抗した試合が多

くなりました。 

 

リーグ戦は全日少への出場権がかかっ

ているので、勝利が第一の目標になります。でも、このリーグでは登録選手全員が出場し全

力でプレーすることにより、選手一人一人のスキルアップをはかり、長いリーグ戦を戦いな

がらチーム力を上げ、選手の信頼関係を築くことも大切です。どのチームも試合が進むごと

に技術が高まり、それに伴ってサイドを使ったりドリブルで仕掛けたり壁パスを使ったりし

ながら局面を打開するなど、サッカーらしい試合も多くなりました。選手同士のサポートや

女子選手の活躍、キャプテンを中心にまとまって

いるチームもありました 

 

結果は、最終節までもつれ込み、FC コラージ

ョと SSS サクセス B が接戦を繰り広げ、FC コ

ラージョが勝ち点１の差で優勝しました。 

準優勝の SSS サクセス B は、前半・後半とメ

ンバーを変えて試合に臨み、リーグ得点１位、最

少失点と攻撃堅守がすばらしいチームでしたが、勝ち点１の差で涙をのみました。 

優勝した FC コラージョは、全体のバランスが良く DF から組み立て、シュートの正確さ

がすばらしいチームでした。SSS サクセス B チームに２敗をしましたが、リーグ戦全体で

勝数を１勝上回り、また引分数１と勝ち点差で優勝しました。 

この度の O ブロック全チームについては、ピッチに立つ選手はもちろん、ベンチ、応援

する側の一体感が感じられました。 

また、審判については、４級審判員の

方々が積極的に審判を行い、リーグ戦で実

践を重ねることが出来、審判のスキルアッ

プにもつながりました。最後に会場を提供

していただいた、各チーム関係者の準備に

感謝申し上げます。会場でのトラブルもな

くマナーも良かったです。 

 


